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簡単、低コストで
高品質な映像伝送を実現

高品質・低遅延で映像伝送/共有 クラウドゲートウェイサービス

プロダクションサポート・クラウドサービス「Photron Live Cloud Service（LCS）」は、パブリックインターネットを利
用したライブプロダクション、リモートプロダクション/オペレーション、リモートプレビューなどのセキュアで低遅延な
映像伝送や拠点間での共有など、IPストリームを利用した映像制作プロダクションをSaaSとしてサポートします。

これまで、高品質（高ビットレート、ノイズやフレーム落ちのない映像）や低遅延映像伝送を実現するためには高価な
ネットワークインフラの準備やVPN等を構築するための煩雑なセットアップ作業が必要でした。「Photron Live 
Cloud Service（LCS）」 では、これらの課題を解決し、より効率的かつ低コストでの映像伝送、リモートプロダクショ
ン、リモートオペレーション、リモートプレビュー を実現します。

Photron Live Cloud Service（LCS）なら！！
1週間、1ストリームから利用可能 パブリックインターネットで利用可能 お手持ちの機材と組合わせ利用可能

初期投資不要で、使いたいときに使いたいだけ
サービスを利用できます。
無償トライアルもご用意しておりますので、事前
の動作確認で安心してご利用いただくことが可
能です。

専用回線は不要、SRTのデータ補正と暗号化機
能で高信頼性、高セキュリティで安心してご利用
いただけます。VPN等の環境も必要ないので、
高度なITスキルを必要とせず、気軽にご利用い
ただけます。

SRT対応エンコーダ、デコーダデバイス、また
UVCキャプチャデバイスでのWebRTC生成に、
汎用品の利用が可能。お手持ちの機材ですぐに
ご利用が可能です。
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（WebRTC低遅延映像共有）

ご契約の流れ

簡単�ステップ!! にアクセス!! を選ぶ

登録完了
メールで
サービス
利用開始!!

WebRTCは SRTに比べ、より低遅延でブラウザを利用した
簡易的な映像視聴をすることができます。ビットレートは制
限されますが、リモートオペレーションやプレビューのような、
多少の低解像度 /ビットレートは許容できるが、より低遅延
で映像を遠隔地で視聴したいという用途に最適です。複数
人で同時視聴できるため、撮影現場のカメラ映像を自宅で
プレビューする、リモプロで中継車にある機材をスタジオか
ら制御するためにモニタリングする、ロケや下見現地のスマ
ホからの映像をリアルタイムでチームに共有する、など幅広
く活用いただけます。

IP映像伝送
SRTストリーム アクセスポイント/ルーティングサービス
SRT伝送に必要なアクセス/ルーティングポイントを提供しま
す。SRTとは、公衆回線網でIP映像伝送をするためにパケット
ロスやジッタにおけるデータ補填の仕組みを実装し、
AES128/256のデータ暗号化に対応するIPプロトコルです。
SRTはその通信の特性上、送受信側どちらかに固定IPアドレ
スの管理が必要です。
「Photron Live Cloud Service（LCS）」を利用することで、そ
のIPアドレスはサービス側から提供されるため、接続するデ
バイスのIPアドレス管理や、付随するルータ設定等の煩雑な作業から開放されます。また、SRTはユニキャストの通信ですが、「Photron Live 
CloudService（LCS）」を利用することで、最大5つまでの送信先に分岐することが可能です。エンコーダからデコーダに映像を伝送するだけでな
く、そのストリームをPCやモバイルデバイスでプレビューしたり、その他クラウドサービスへ提供することも可能です。

リモートモニタリング
WebRTC を利用して低遅延映像プレビュー


